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𝟐𝟏𝟎 

 

𝒙 = 𝒂 − 𝟐𝒃 , 𝒃  
 

𝟔𝟎° ≦ 𝜽 ≦ 𝟏𝟖𝟎° 

 

(𝒙 + 𝟏)(𝒙𝟐 + 𝒙 + 𝟏) 

 

𝒂𝟐 − 𝟐𝒃 
 

𝒂𝟑 − 𝟑𝒂𝒃 

 

P⇒Q が成り立つ 

 

十分条件であるとは「P が成り立つならば必ず Q が成り立つ」を意味する。 

したがって患者が毎日歩行練習を行えば必ず歩行能力が向上する 

Q⇒P が成り立つ 

 

必要条件であるとは「Q が成り立つためには必ず P が成り立つ必要がある」 

ことをいう。したがって患者の歩行能力が向上するためには，毎日歩行練習を行う 

𝑸 ⇒ 𝑷  

 

歩行能力が向上しなければ，患者は毎日，歩行練習を行っていない 

(𝟐𝟎点) 

(𝟏𝟎点) 
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𝒚 = −𝟑𝒙𝟐 − 𝟔𝒙 − 𝟒 

𝒚 = −𝟓𝒙𝟐 + 𝟑𝒙 + 𝟗 

𝟏𝟐𝟎° 

𝒚 = 𝟐𝒙𝟐 − 𝟏𝟎𝒙 + 𝟏𝟐 

 

(𝟏𝟎点) 

(𝟏𝟎点) 
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(𝟏𝟓点) 

6 
(𝟐𝟓点) 

𝑥の標準偏差 

𝑦の標準偏差 

(𝟏. 𝟐𝟕   
√𝟏𝟓

𝟑
) 

 

(𝟏. 𝟏𝟓   
𝟐√𝟑

𝟑
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(𝟎. 𝟖𝟓   𝟎. 𝟖𝟗) 
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